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審決 

 

不服２０１８－２４８０ 

 

 （省略） 

 請求人 三菱瓦斯化学株式会社 

 

 （省略） 

 代理人弁理士 特許業務法人 津国 

 

 

 特願２０１４－６９５１３「芳香族ポリカーボネート樹脂組成物」拒絶査定

不服審判事件〔平成２７年１１月２日出願公開、特開２０１５－１８９９０

６〕について、次のとおり審決する。 

 

 結論 

 本件審判の請求は、成り立たない。 

 

 理由 

第１ 手続の経緯 

 

 本願は、２０１４年（平成２６年）３月２８日を出願日とする特許出願であ

って、その手続の経緯は以下のとおりである。 

 

 平成２９年１０月１１日付け：拒絶理由通知 

    同年１２月１４日  ：意見書、手続補正書の提出 

    同年１２月２０日付け：拒絶査定 

 平成３０年 ２月２１日  ：審判請求書、手続補正書の提出 

    同年 ４月 ９日付け：拒絶理由通知（前置） 

    同年 ６月１３日  ：意見書、手続補正書の提出 

 平成３１年 １月２２日付け：拒絶理由通知（当審） 

    同年 ３月２７日  ：意見書、手続補正書の提出 

 

 

第２ 本願発明 

 

 本願の請求項１～６に係る発明は、平成３１年３月２７日に提出された手続

補正書により補正された特許請求の範囲の請求項１～６に記載された事項によ

り特定されるものと認められるところ、その請求項１に係る発明（以下、「本

願発明１」という。）は、以下のとおりのものである。  

 

「【請求項１】 

 下記一般式（Ｉ）で表される構造単位を有し、重量平均分子量が４０，００
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０～１００，０００の範囲内である芳香族ポリカーボネート樹脂と、無機充填

剤と、下記一般式（ＩＩａ）で表される環状カーボネートとを含み、 

 前記芳香族ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度が１０００ｐｐｍ以下で

あり、前記芳香族ポリカーボネート樹脂が、下記一般式（ＩＩＩ）で表される

構造単位を含み、その含有率が、前記一般式（Ｉ）で表される構造単位を有す

る芳香族ポリカーボネート樹脂中に２０００ｐｐｍ未満であり、 

 無機充填剤が、ガラス繊維、ガラスビーズ及びガラスフレークからなる群か

ら選ばれる少なくとも１種であり、無機充填剤の含有量が、下記一般式（Ｉ）

で表される構造単位を有する芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し

て３～２００質量部であり、かつ下記一般式（ＩＩａ）で表される環状カーボ

ネート含有率が、下記一般式（Ｉ）で表される構造単位を有する芳香族ポリカ

ーボネート樹脂に対して０．１ｐｐｍ以上３０００ｐｐｍ以下である、芳香族

ポリカーボネート樹脂組成物。 

【化１】 

 
 

（式中、ｐ及びｑは、０を表し、Ｘは、下記（Ｉａ）の群から選択される基を

表す） 

【化２】 

 
 

（ここで、Ｒ３及びＲ４は、メチル基を表す） 

【化３】 

 
 

（式中、Ｒａは、エチル基を表し、Ｒｂは、ブチル基を表す） 

【化５】 

 
 

（式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である）。」  
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第３ 当審が通知した拒絶理由の概要 

 

 平成３１年１月２２日付けで当審が通知した拒絶理由は、以下のものを含む

ものである。 

 

 この出願の請求項１～１０に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国に

おいて、頒布された引用文献１に記載された発明及び引用文献２に記載された

事項、又は、引用文献１に記載された発明及び引用文献２～４に記載された事

項に基いて、その出願前にその発明の属する技術の分野における通常の知識を

有する者が容易に発明をすることができたものであるから、特許法第２９条第

２項の規定により特許を受けることができない。 

 

引用文献１：国際公開第２０１２／１５７７６６号  

引用文献２：特開２００１－３２９１６１号公報  

引用文献３：特開２０１３－１８０１号公報  

引用文献４：特開２０１４－５５２５５号公報  

 

 なお、本願発明１は、当審が通知した拒絶理由の対象となった平成３０年６

月１３日提出の手続補正書により補正された特許請求の範囲の請求項４に係る

発明のうち請求項２を引用する発明に、さらに一般式（Ｉ）中の「Ｘ」を 

「 

 
 」 

と限定した上で、Ｒ３及びＲ４の選択肢をメチル基に限定し、一般式（ＩＩａ）

中のＲａの選択肢をエチルに、Ｒｂの選択肢をブチル基に限定した発明である。 

 

第４ 引用文献の記載及び引用発明 

 

１ 引用文献１の記載 

 

 引用文献１には、以下の事項が記載されている。 

 

「［請求項１６］  

 芳香族ポリカーボネートと、下記一般式（ｇ１）で表される脂肪族ジオール

化合物とを、エステル交換触媒の存在下に反応させて高分子量化する高分子量

化工程を含むことを特徴とする、高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹

脂の製造方法。  

 ［化９］  
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（一般式（ｇ１）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２

の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。ｍは１～３０の整数

を表す。）  

 ・・・  

［請求項１８］  

 前記一般式（ｇ１）で表される脂肪族ジオール化合物が、下記一般式（ｇ２）

で表される化合物であることを特徴とする、請求項１６記載の製造方法。  

［化１０］  

  
 

 （一般式（ｇ２）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１

２の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。ｎは１～２８の整

数を表す。）  

 ・・・  

［請求項２０］  

 前記一般式（ｇ２）で表される脂肪族ジオール化合物が、下記一般式（ｇ３）

で表される化合物であることを特徴とする、請求項１８記載の製造方法。  

［化１１］  

  
 

（一般式（ｇ３）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２

の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。）  

 ・・・  

［請求項２２］  
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 前記一般式（ｇ３）中、Ｒａ及びＲｂはそれぞれ独立して炭素数１～４の直

鎖又は分岐のアルキル基を表すことを特徴とする、請求項２０記載の製造方法。  

［請求項２３］  

 前記脂肪族ジオール化合物が、２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－

ジオール、２，２－ジイソブチルプロパン－１，３－ジオール、２－エチル－

２－メチルプロパン－１，３－ジオール、２，２－ジエチルプロパン－１，３

－ジオール、及び２－メチル－２－プロピルプロパン－１，３－ジオールから

なる群から選択されることを特徴とする、請求項２２記載の高分子量化された

芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法。  

 ・・・ 

［請求項２６］  

 芳香族ポリカーボネートと脂肪族ジオール化合物とを、エステル交換触媒の

存在下に反応させて高分子量化する高分子量化工程と、前記高分子量化工程で

副生する環状カーボネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボ

ネート除去工程とを含むことを特徴とする、請求項１６又は２４記載の製造方

法。  

［請求項２７］  

 前記環状カーボネートが下記一般式（ｈ１）で表される化合物である、請求

項２６記載の製造方法。  

［化１４］  

  
 

（一般式（ｈ１）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２

の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。ｍは１～３０の整数

を表す。）  

 ・・・  

［請求項２９］  

 前記一般式（ｈ１）で表される環状カーボネートが、下記一般式（ｈ２）で

表される化合物であることを特徴とする、請求項２７記載の製造方法。  

［化１５］  
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 （一般式（ｈ２）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１

２の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。ｎは１～２８の整

数を表す。）  

 ・・・  

［請求項３１］  

 前記一般式（ｈ２）で表される環状カーボネートが、下記一般式（ｈ３）で

表される化合物であることを特徴とする、請求項２９記載の製造方法。  

［化１６］  

  
 

（一般式（ｈ３）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２

の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。）  

・・・ 

［請求項３９］  

 請求項１６又は２４記載の製造方法で得られる高分子量化された芳香族ポリ

カーボネート樹脂を主体とし、下記一般式（ｈ１）で表される環状カーボネー

トを３０００ｐｐｍ以下含むことを特徴とする、ポリカーボネート樹脂組成物。  

［化１７］  

  
 

（一般式（ｈ１）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２
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の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。ｍは１～３０の整数

を表す。）  

 ・・・  

［請求項４１］  

 前記一般式（ｈ１）で表される環状カーボネートが、下記一般式（ｈ２）で

表される化合物であることを特徴とする、請求項３９記載のポリカーボネート

樹脂組成物。  

［化１８］  

  
 

（一般式（ｈ２）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２

の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。ｎは１～２８の整数

を表す。）  

・・・ 

［請求項４３］  

 前記一般式（ｈ２）で表される環状カーボネートが、下記一般式（ｈ３）で

表される化合物であることを特徴とする、請求項４１記載のポリカーボネート

樹脂組成物。  

［化１９］  

  
 

（一般式（ｈ３）中、Ｒａ及びＲｂは各々独立して水素原子、炭素数１～１２

の直鎖若しくは分岐のアルキル基又はフェニル基を表す。）  

［請求項４４］ 

 前記一般式（ｈ３）中、Ｒａ及びＲｂはそれぞれ独立して水素原子又は炭素

数１～５の直鎖アルキル基を表すことを特徴とする、請求項４３記載のポリカ

ーボネート樹脂組成物。 

［請求項４５］  

 前記高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の、下記数式（１）で表



 8 / 49 

 

されるＮ値（構造粘性指数）が１．２５以下であることを特徴とする、請求項

３９記載のポリカーボネート樹脂組成物。  

［数４］  

 Ｎ値＝（ｌｏｇ（Ｑ１６０値）－ｌｏｇ（Ｑ１０値））／(ｌｏｇ１６０－ｌ

ｏｇ１０)・・・（１）」  

「［０００４］  

 ポリカーボネートは耐熱性、耐衝撃性、透明性に優れるため、近年、多くの

分野において幅広く用いられている。  

 ・・・」  

「［００２０］ 

 流動性を改良するためには、ポリカーボネートの重量平均分子量を下げる方

法が挙げられる。しかしこの方法で得たポリカーボネートは、耐衝撃性、耐ス

トレスクラッキング性が大巾に低下し、そのうえ耐溶剤性が悪くなるという欠

点を有していた。一方、分子量の異なるポリカーボネートを混合して分子量分

布を広くすることにより、流動性を改良しようとする方法が提供されている

（特許文献１４；米国特許第３１６６６０６号明細書、特許文献１５；特開昭

５６－４５９４５号公報）。」 

「［００２５］ 

 しかしながら、上記いずれの技術でも高流動化は可能かも知れないが、同時

にポリカーボネート樹脂本来の物性が損なわれる、混練操作等の工程が追加さ

れ製造工程が煩雑となる、離型性等の流動性以外の成形性が悪化する、使用対

象が限定される、毒性が強くなる可能性がある等の欠点がある。よって、芳香

族ポリカーボネートの有用な物性である耐衝撃性をはじめとする機械強度や耐

熱性を保持したまま、高い流動性を有するポリカーボネート樹脂を得ることは

容易ではなかった。」 

「［００３３］  

 本発明が解決しようとする課題は、他の樹脂や添加剤等を用いることなくポ

リカーボネート本来の良好な品質を保持しつつ、高分子量でありながら高流動

性を有する新規なポリカーボネート共重合体を提供することである。  

 また、本発明が解決しようとする課題は、芳香族ポリカーボネート樹脂の良

好な品質を保持し、かつ十分な高分子量化を達成しうる、改良された高分子量

芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法を提供することである。  

 また、本発明が解決しようとする課題は、脂肪族ジオール化合物を用いた高

分子量ポリカーボネートの製造に適したプレポリマーとしての芳香族ポリカー

ボネート化合物を提供することである。」  

「［０１２０］  

 このように、本発明のポリカーボネート共重合体は、添加剤を用いることな

く芳香族ポリカーボネートの有用な物性である耐衝撃性、耐摩耗性、耐ストレ

スクラッキング性等の機械強度や、良好な色相、光学的特性、低平衡吸水率、

耐熱性、寸法安定性、透明性、耐候性、耐加水分解性、難燃性といった物性を

保持したまま、高分子量で且つ高流動性を達成し得たポリカーボネート樹脂で

ある。さらに、高分子量で且つ高流動性であるだけでなく、分岐構造や異種構
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造の少ない（Ｎ値の小さい）ポリカーボネート樹脂である。 

［０１２１］ 

 また、本発明の新規な製造方法によれば、芳香族ポリカーボネート（プレポ

リマー）と特定構造の脂肪族ジオール化合物との反応により、芳香族ポリカー

ボネートが高分子量化されるとともに、副生する環状カーボネートが反応系外

へ除去され、高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の主鎖中に脂肪族

ジオール化合物はほとんど取り込まれない。そのため、得られる高分子量芳香

族ポリカーボネート樹脂は、連結部位が鎖中にほとんど残らず、構造上は従来

の界面法又は溶融法で得られるポリカーボネートとほぼ同じとなる。例えば、

芳香族ジヒドロキシ化合物としてビスフェノールＡ（ＢＰＡ）を用いた芳香族

ポリカーボネートプレポリマーからは、通常のビスフェノールＡ由来のポリカ

ーボネート樹脂（ＢＰＡ－ＰＣ）とほぼ同じ化学構造を有するポリマーが得ら

れる。このようにして得られるポリカーボネート樹脂は、従来の界面法による

ポリカーボネートと同等の物性を有する上に、脂肪族ジオール化合物を連結剤

に用いて高速に高分子量化したものであるから、分岐度が小さい、異種構造が

少ないなどの品質上の利点を有するだけでなく、脂肪族ジオール化合物からな

る連結剤由来の骨格が含まれないため、高温下での熱安定性（耐熱性）が大幅

に改善されたものとなる。」 

「［０２００］  

（２）一般式（ＩＩ）で表される構造単位  

 本発明のポリカーボネート共重合体の芳香族ポリカーボネート形成単位は、

一般式（ＩＩ）で表される構造単位である。  

［０２０１］  

［化５７］  

  
 

［０２０２］  

 一般式（ＩＩ）中、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立にハロゲン原子、炭素数

１～２０のアルキル基、炭素数１～２０のアルコキシル基、炭素数６～２０の

シクロアルキル基、炭素数６～２０のアリール基、炭素数６～２０のシクロア

ルコキシル基、又は炭素数６～２０のアリールオキシ基を表す。ｐ及びｑは、

０～４の整数を表す。Ｘは単なる結合又は下記一般式（ＩＩ’）で表される二価

の有機基群から選択される基を表す。  

［０２０３］  

［化５８］  
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［０２０４］  

 一般式（ＩＩ’）中、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に水素原子、炭素数１～

１０のアルキル基、または炭素数６～１０のアリール基を表し、Ｒ３及びＲ４

とが結合して脂肪族環を形成していても良い。 

［０２０５］ 

 上記一般式（ＩＩ）で表される構造単位を誘導する芳香族ジヒドロキシ化合

物としては、下記一般式（ＩＩ’）で表される化合物が挙げられる。 

［０２０６］ 

［化５９］ 

 
 

［０２０７］ 

 上記一般式（ＩＩ’）中、Ｒ１～Ｒ２、ｐ、ｑ、及びＸは、各々上記一般式

（ＩＩ）におけるのと同様である。 

［０２０８］ 

 このような芳香族ジヒドロキシ化合物としては、具体的にはビス（４－ヒド

ロキシフェニル）メタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エタン、

２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒド

ロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）オクタン、

ビス（４－ヒドロキシフェニル）フェニルメタン、１，１－ビス（４－ヒドロ

キシフェニル）－１－フェニルエタン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）ジフ

ェニルメタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロパ

ン、１，１－ビス（４－ヒドロキシ－３－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロパ

ン、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、

２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３－フェニルフェニル）プロパン、２，２－

ビス（３－シクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビ

ス（４－ヒドロキシ－３－ブロモフェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５

－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、１，１－ビス（４－ヒドロ

キシフェニル）シクロペンタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シ

クロヘキサン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）プロ

パン、４，４’－ジヒドロキシジフェニルエーテル、４，４’－ジヒドロキシ－
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３，３’－ジメチルフェニルエーテル、４，４’－ジヒドロキシフェニルスルフ

ィド、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’－ジメチルジフェニルスルフィド、４，

４’－ジヒドロキシジフェニルスルホキシド、４，４’－ジヒドロキシ－３，３’

－ジメチルジフェニルスルホキシド、４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルホ

ン、４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルホン、４，４’－ジヒドロキシ－３，

３’－ジメチルジフェニルスルホン等が挙げられる。 

［０２０９］ 

 中でも２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパンがモノマーとして

の安定性、更にはそれに含まれる不純物の量が少ないものの入手が容易である

点等の理由により好ましいものとして挙げられる。」  

「［０２５２］  

 本発明のように末端封止された芳香族ポリカーボネートプレポリマーに脂肪

族ジオール化合物をエステル交換触媒存在下、減圧条件にて作用させる方法で

得られたポリカーボネート共重合体は、高分子量でありながら高いＱ値を示し、

さらに好ましくは低いＮ値を示し、また本発明において必ずしも好ましくない

作用効果をもたらす可能性のある異種構造を有するユニットの割合が極めて少

ない。ここで、異種構造を有するユニットとは、従来の溶融法で得られるポリ

カーボネートに多く含まれる分岐点ユニットなどを言う。異種構造を有するユ

ニットとしては、例えば以下に示す構造を有するユニットが挙げられるが、こ

れらに限られない。なお、下記式中の（Ｒ１）ｐ、（Ｒ２）ｑ、及びＸは、上

記一般式（ＩＩ）において示したものと同様である。Ｙは、水素原子、フェニ

ル基、メチル基、一般式（ＩＩ）などが結合していることを示す。  

［０２５３］  

［化６１］  
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 」  

「［０３０２］（２）芳香族ポリカーボネート 

本発明の高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法で用いられ

る芳香族ポリカーボネートは、上記ポリカーボネート共重合体の製造に用いら

れるのと同様に、前記一般式（ＩＩ）で示される構造を主たる繰り返し単位と

する重縮合ポリマー（芳香族ポリカーボネートプレポリマー）である。本発明

の製造方法は、かかる芳香族ポリカーボネートプレポリマーと、前記一般式

（ｇ１）～（ｇ４）で示される構造を有する脂肪族ジオール化合物とを、減圧

下でエステル交換反応させる工程を含む。これによって、耐衝撃性等のポリカ

ーボネート樹脂本来の特性を維持しつつ、高分子量でありながら高流動性を与

える連結高分子量化されたポリカーボネートの利点を有し、しかも耐熱性が格

段に向上した芳香族ポリカーボネート樹脂が得られる。 

・・・ 

［０３０９］ 

 また、Ｔｉ複合体による分光測定によって末端水酸基濃度を測定することが

可能である。同評価による末端水酸基濃度としては１，５００ｐｐｍ以下が好

ましく、さらに好ましくは１，０００ｐｐｍ以下が好適である。この範囲を超

える水酸基末端或いはこの範囲未満の封止末端量では脂肪族ジオール化合物と

のエステル交換反応によって十分な高分子量化の効果が得られないおそれがあ
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る。」 

「［０３３２］ 

 しかしながら、本発明の前記一般式（ｇ１）～（ｇ４）で示される構造を有

する脂肪族ジオール化合物を用いた製造方法では、高分子量化反応の進行とと

もに、特定構造の環状カーボネートが副生する。そして、副生する環状カーボ

ネートを反応系外へ除去した後には、ほぼホモポリカーボネート樹脂と同じ骨

格を有する高分子量ポリカーボネート樹脂が得られる。副生する環状カーボネ

ートは使用する脂肪族ジオール化合物に対応する構造を有しており、脂肪族ジ

オール化合物由来の環状体であると考えられるが、このような高分子量化とと

もに環状カーボネートが副生される反応機構は、必ずしも明らかではない。 

［０３３３］ 

 例えば以下のスキーム（１）又は（２）に示すメカニズムが考えられるが、

必ずしも明確ではない。本発明の前記一般式（ｇ１）～（ｇ４）で示される構

造を有する脂肪族ジオール化合物を用いた製造方法は、芳香族ポリカーボネー

トプレポリマーに特定構造の脂肪族ジオール化合物を反応させ、そこで副生す

る脂肪族ジオール化合物の構造に対応する構造の環状カーボネートを除去する

ものであり、いかなる反応機構に限定されるものでもない。 

［０３３４］  

 スキーム（Ｉ）  

［化７３］  

 

 
 

 ［０３３５］  

 スキーム（ＩＩ）  

［化７４］  



 14 / 49 

 

 
 

［０３３６］  

 本発明の前記一般式（ｇ１）～（ｇ４）で示される構造を有する脂肪族ジオ

ール化合物を用いた製造方法によって得られる高分子量ポリカーボネート樹脂

は、連結剤を用いた連結高分子量化方法によって得られる高分子量ポリカーボ

ネート共重合体と異なり、連結剤由来の共重合成分はほとんど含まれず、樹脂

の骨格はホモポリカーボネート樹脂とほぼ同じである。 

［０３３７］ 

 このため、他の連結高分子量化方法によって得られる高分子量ポリカーボネ

ート樹脂と比べ、連結剤である脂肪族ジオール化合物由来の共重合成分が骨格

に含まれないか、含まれるとしても極めて少量であることから、熱安定性が極

めて高く耐熱性に優れている。一方で、従来のホモポリカーボネート樹脂と同

じ骨格を有しながら、他の連結高分子量化方法によって得られる高分子量ポリ

カーボネート樹脂と共通する利点としてＮ値が低い、異種構造を有するユニッ

トの割合が少ない、色調に優れている、などの優れた品質を備えることができ

る。ここで、異種構造を有するユニットとは、従来の溶融法で得られるポリカ

ーボネートに多く含まれる分岐点ユニットなどを言う。異種構造を有するユニ

ットの具体例としては、上記のポリカーボネート共重合体に関して言及した異

種構造を有するユニットと同様のユニットが挙げられるが、これらに限られな

い。」  

「［０３５５］ 
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（ｉｉｉ）環状カーボネート除去工程 

 本発明の方法では、上記高分子量化反応によって芳香族ポリカーボネートプ

レポリマーが高分子量化されると同時に、該反応で副生する環状カーボネート

の少なくとも一部を反応系外へ除去する。副生する環状カーボネートを反応系

外へ除去することによって芳香族ポリカーボネートプレポリマーの高分子量化

反応が進行する。 

［０３５６］ 

 環状カーボネートの除去方法としては、例えば同じく副生するフェノール及

び未反応の脂肪族ジオール化合物などとともに反応系より留去する方法が挙げ

られる。反応系より留去する場合の温度は２６０～３２０℃である。 

［０３５７］ 

 環状カーボネートの除去については、副生する環状カーボネートの少なくと

も一部について行う。副生する環状カーボネートの全てを除去するのが最も好

ましいが、完全に除去するのは一般に難しい。完全に除去できない場合に製品

化したポリカーボネート樹脂中に環状カーボネートが残存していることは許容

される。製品中の残存量の好ましい上限は３０００ｐｐｍである。すなわち、

本発明の前記一般式（g1）～（g4）で示される構造を有する脂肪族ジオール化

合物を用いた製造方法では、後述するように、環状カーボネートが３０００ｐ

ｐｍ以下含まれるポリカーボネート樹脂組成物が得られる。」 

「［０３６４] 

 さらに本発明に於いて、上記熱安定化剤、加水分解安定化剤の他に、酸化防

止剤、顔料、染料、強化剤や充填剤、紫外線吸収剤、滑剤、離型剤、結晶核剤、

可塑剤、流動性改良材、帯電防止剤等を添加することができる。」 

「［０３６７］  

（４）高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂  

 本発明の前記一般式（ｇ１）～（ｇ４）で示される構造を有する脂肪族ジオ

ール化合物を用いた製造方法により得られる高分子量化された芳香族ポリカー

ボネート樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は３０，０００～１００，０００、好

ましくは３０，０００～８０，０００、より好ましくは３５，０００～７５，

０００であり、高分子量でありながら、高い流動性を併せ持つ。重量平均分子

量が低すぎると、ブロー成形、押出成形等の用途に用いた場合、溶融張力が低

くなり、ドローダウンを生じやすく満足な成形品が得られなくなる。また、射

出成形等の用途に用いた場合、糸引き等により満足な成形品が得られなくなる。

さらに得られる成形品の機械的物性、耐熱性等の物性が低下する。また、オリ

ゴマー領域が増大し、耐有機溶剤性等の物性も低下する。重量平均分子量が高

すぎると、精密部品や薄物の射出成形が困難となり、成形サイクル時間が長時

間となり生産コストへ悪影響を及ぼす。そのため、成形温度を上げる等の措置

が必要となるが、高温下では、ゲル化、異種構造の出現、Ｎ値の増大などの可

能性が生じる。  

［０３６８］  

 また、本発明の高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂においては、

下記数式（１）で表されるＮ値（構造粘性指数）が、好ましくは１．３以下、
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より好ましくは１．２８以下、特に好ましくは１．２５以下である。 

［数７］ Ｎ値＝（ｌｏｇ（Ｑ１６０値）－ｌｏｇ（Ｑ１０値））／(ｌｏｇ１

６０－ｌｏｇ１０)・・・（１）」  

「［０３７０］ 

 構造粘性指数「Ｎ値」は、芳香族ポリカーボネート樹脂の分岐化度の指標と

される。本発明のポリカーボネート共重合体におけるＮ値は低く、分岐構造の

含有割合が少なく直鎖構造の割合が高い。ポリカーボネート樹脂は一般に、同

じＭｗに於いては分岐構造の割合を多くしても流動性が高くなる（Ｑ値が高く

なる）傾向にあるが、本発明のポリカーボネート共重合体は、Ｎ値を低く保っ

たまま高い流動性（高いＱ値）を達成している。」 

「［０３７８］ 

 上記環状カーボネートの具体例としては、以下に示す構造の化合物が挙げら

れる。 

［化７８］ 

 
 

［０３７９］  

 本発明のポリカーボネート樹脂組成物中における上記一般式（ｈ１）で表さ

れる環状カーボネートの含有量は３０００ｐｐｍ以下、好ましくは１０００ｐ

ｐｍ以下、より好ましくは５００ｐｐｍ以下、特に好ましくは３００ｐｐｍ以

下である。環状ポリカーボネートの含有量の下限は特に制限されない。理想的

には０％であり、通常は検出限界値となるが、好ましくは０．０００５ｐｐｍ

以上である。環状カーボネートの含有量が高すぎると、樹脂強度の低下等のデ

メリットがある場合がある。」 

「［０４４４］  

 以下に本発明を実施例により説明するが、本発明はこれらの実施例により何

らの制限を受けるものではない。なお、実施例中の測定値は、以下の方法ある

いは装置を用いて測定した。  

 ・・・  

［０４５１］  

 ７）流動性（Ｑ値）：Ｑ値は溶融樹脂の流出量（ml/sec）であり、高化式フ

ローテスターＣＦＴ-５００Ｄ（島津製作所（株）製）を用いて、１３０℃で５

時間乾燥後、２８０℃、荷重１６０ｋｇで測定した単位時間当たりの溶融流動
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体積により評価した。  

［０４５２］  

 ８）Ｎ値：高化式フローテスターＣＦＴ-５００Ｄ（島津製作所（株）製）を

用いて、１３０℃で５時間乾燥した芳香族ポリカーボネート（試料）について、

２８０℃、荷重１６０ｋｇで測定した単位時間当たりの溶融流動体積をＱ１６

０値とし、同様に２８０℃、荷重１０ｋｇで測定した単位時間当たりの溶融流

動体積をＱ１０値として、これらを用いて下式（１）により求めた。  

［０４５３］  

［数１０］ Ｎ値＝（ｌｏｇ（Ｑ１６０値）－ｌｏｇ（Ｑ１０値））／(ｌｏｇ

１６０－ｌｏｇ１０) ・・・（１）」  

「［０４８８］  

 ＜プレポリマーの製造例４；ＰＰ－Ｄ＞  

 ２，２-ビス（４-ヒドロキシフェニル）プロパン１０，０００．６ｇ（４３．

８１モル）、ジフェニルカーボネート１０，５６０．０ｇ（４９．３０モル）

及び触媒として炭酸セシウムを０．５μｍｏｌ/ｍｏｌ（触媒は２，２-ビス（４

-ヒドロキシフェニル）プロパンに対してのモル数として計算）とを攪拌機及び

留出装置付の５０ＬのＳＵＳ製反応器に入れ、系内を窒素雰囲気下に置換した。

減圧度を２７ｋＰａＡ（２００ｔｏｒｒ）に調整し、２００℃にて原料を加熱

溶融し、３０分間攪拌した。  

［０４８９］  

 その後、４時間かけて、反応系より留出するフェノールを冷却管にて凝集、

除去しつつエステル交換反応を行ない、系内を２６０℃、減圧度を０．１３ｋ

ＰａＡ（１ｔｏｒｒ）以下とし、さらに１時間保持した。重量平均分子量（Ｍ

ｗ）；２２，０００のポリカーボネートプレポリマー（以下、「ＰＰ－Ｄ」と

略すことがある）を得た。 得られたポリカーボネートプレポリマーのＯＨ濃

度（ｐｐｍ）及びフェニル末端濃度（Ｐｈ末端濃度；ｍｏｌ％）等を表５に示

す。なお表５中、ＯＨ濃度は、ＮＭＲより算出した値であり、全ポリマー中に

含まれるＯＨ基濃度を示す。また、Ｐｈ末端濃度は、ＮＭＲより算出した値で

あり、全フェニレン基及びフェニル末端中のフェニル基（水酸基で置換された

フェニル基を含む）末端濃度を示す。・・・」  

「［０４９８］  

［表５］  
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 」  

「［０５０３］  

＜実施例２０＞  

 上記プレポリマーの製造例４で得られた芳香族ポリカーボネートプレポリマ

ー「ＰＰ-Ｄ」３０．１３ｇを、攪拌機及び留出装置付の３００ｃｃ四つ口フラ

スコに入れ、２８０℃にて加熱溶融させた。続いて、脂肪族ジオール化合物と

して２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）０．３

４ｇをジャケット温度２８０℃にて、常圧で添加し３分間攪拌混練した。  

［０５０４］  

 引き続きジャケット温度２８０℃、圧力０．０４ｋＰａＡ（０．３ｔｏｒｒ）

で７０分間攪拌混練して、エステル交換反応を行った。触媒は、芳香族ポリカ

ーボネートプレポリマー重合時の重合触媒をそのまま使用した。  

［０５０５］  

 反応系より留出するフェノール、環状カーボネート（５－ブチル－５－エチ

ル－１，３－ジオキサン－２－オン）及び未反応の２－ブチル－２－エチルプ

ロパン－１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）を冷却管にて凝集し、反応系より除去

して重量平均分子量（Ｍｗ）＝５６，４００、Ｎ値＝１．１９、環状カーボネ

ート（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン）を１５４ｐ

ｐｍ含有するポリカーボネート樹脂を得た。  

［０５０６］  

 得られた樹脂１ｇを試験管に入れ、窒素で置換されたグローブボックス（酸

素濃度０．０％）内にて、１２０℃に設定したブロックヒーターで２時間乾燥

した。引き続き同グローブボックス内にて、３６０℃に設定したブロックヒー

ターで５０分間加熱滞留した。 その結果、滞留試験前後の分子量（Ｍｗ）保

持率（％）は９８％、ＹＩ値の変化量は＋５．０であった。  

［０５０７］  
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 ＢＥＰＤの添加・攪拌終了時の混合物の１Ｈ－ＮＭＲチャートを図５に、及

び最終的に得られたポリカーボネート樹脂の１Ｈ－ＮＭＲチャートを図６に示

す。図５では、芳香族ポリカーボネートプレポリマーと反応したＢＥＰＤ由来

のピークが未反応のＢＥＰＤモノマーのピークとは別に認められる。一方、図

６では、反応したＢＥＰＤ由来のピーク及び未反応のＢＥＰＤモノマーのピー

クは消失している。  

［０５０８］  

 このことから、ここで得られた芳香族ポリカーボネート樹脂は、脂肪族ジオ

ール化合物由来の構造単位を有しないホモポリカーボネートであり、添加した

脂肪族ジオールがいったんは芳香族ポリカーボネートプレポリマーと反応した

後環状カーボネートとして反応系外へ除去されたことがわかる。  

［０５０９］  

＜実施例２１～２６＞  

 芳香族ポリカーボネートプレポリマーの仕込み量及び使用した脂肪族ジオー

ル化合物並びにその仕込み量を表７に示すように変えた以外は、実施例２０と

同様に行い、ポリカーボネート樹脂を得た。得られたポリカーボネート樹脂の

各種物性を表７に示す。  

［０５１０］  

＜比較例６＞  

 実施例２０と同じ芳香族ポリカーボネートプレポリマーを用い、脂肪族ジオ

ール化合物を添加しなかった以外は実施例２０と同様に短時間で反応を行った

ところ、Ｍｗは２２０００のままで分子量は上がらなかった。  

［０５１１］  

［表７］  

  
 

［０５１２］  

 実施例２０～２６で示したように、最終的に得られた樹脂中の脂肪族ジオー
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ル化合物由来の構造単位の割合（モル数）は、脂肪族ジオール化合物の添加・

混練終了時における同割合（モル数）に対して著しく減少する。本発明の前記

一般式（ｇ１）～（ｇ４）で示される構造を有する脂肪族ジオール化合物を用

いた製造方法によれば、最終的に得られる樹脂中の脂肪族ジオール化合物由来

の構造単位の割合（モル数）は、脂肪族ジオール化合物の添加・混練終了時に

おける同割合（モル数）に対して５０％以下、好ましくは４０％以下、さらに

好ましくは３０％以下、特に好ましくは２０％以下、最も好ましくは１０％以

下となる。  

［０５１３］  

 本発明の前記一般式（ｇ１）～（ｇ４）で示される構造を有する脂肪族ジオ

ール化合物を用いた製造方法で得られるホモポリカーボネート樹脂に近い高分

子量ポリカーボネート樹脂は高い熱安定性を有し、３６０℃－５０分という極

めて過酷な熱滞留試験の前後で分子量（Ｍｗ)保持率が高くＹＩ値変化量が低い

ことが、上記実施例２０～２６の結果からわかる。」  

 

 

２ 引用文献１に記載された発明 

 

（１）引用発明１ａ 

 

 引用文献１には、特許請求の範囲の請求項１～１５にあるように、「高流動

性ポリカーボネート共重合体」と、同請求項１６～４５にあるように、「高分

子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」と、同請求項４６～５

１にあるように、「芳香族ポリカーボネート化合物」の発明がそれぞれ記載さ

れている。そして、「高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方

法」に関しては、同請求項１６に、「芳香族ポリカーボネートと、」「一般式

（ｇ１）で表される脂肪族ジオール化合物とを、エステル交換触媒の存在下に

反応させて高分子量化する高分子量化工程を含むことを特徴とする、高分子量

化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法。」が記載され、この請求項

１６と請求項１８、２０、２２を順に引用する請求項２３には、「２－ブチル

－２－エチルプロパン－１，３－ジオール」が、「前記脂肪族ジオール化合物」

の選択肢の１つとして記載される該製造方法が記載されている。また、段落

［０３６７］には、「一般式（ｇ１）」「で示される脂肪族ジオール化合物を

用いた製造方法により得られる高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂」

の一般記載がされており、同［０５０３］～［０５０８］の実施例２０には、

該「高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂」の具体例として、製造例

４で製造された芳香族ポリカーボネートプレポリマーを、該「芳香族ポリカー

ボネート」として用い、これに、該「脂肪族ジオール化合物」として２－ブチ

ル－２－エチルプロパン－１，３－ジオールを反応させて得られる「高分子量

化された芳香族ポリカーボネート樹脂」が記載されている。 

 そうすると、引用文献１には、製造例４を書き下した実施例２０として、 

「２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン１０，０００．６ｇ（４
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３．８１モル）、ジフェニルカーボネート１０，５６０．０ｇ（４９．３０モ

ル）及び触媒として炭酸セシウムを０．５μｍｏｌ/ｍｏｌ（触媒は２，２-ビス

（４-ヒドロキシフェニル）プロパンに対してのモル数として計算）とを攪拌機

及び留出装置付の５０ＬのＳＵＳ製反応器に入れ、系内を窒素雰囲気下に置換

し、減圧度を２７ｋＰａＡ（２００ｔｏｒｒ）に調整し、２００℃にて原料を

加熱溶融し、３０分間攪拌し、その後、４時間かけて、反応系より留出するフ

ェノールを冷却管にて凝集、除去しつつエステル交換反応を行ない、系内を２

６０℃、減圧度を０．１３ｋＰａＡ（１ｔｏｒｒ）以下とし、さらに１時間保

持し、重量平均分子量（Ｍｗ）；２２，０００、ＯＨ濃度（ｐｐｍ）が６０ｐ

ｐｍのポリカーボネートプレポリマー（以下、「ＰＰ－Ｄ」と略すことがある）

を得て、得られた芳香族ポリカーボネートプレポリマー「ＰＰ－Ｄ」３０．１

３ｇを、攪拌機及び留出装置付の３００ｃｃ四つ口フラスコに入れ、２８０℃

にて加熱溶融させ、続いて、脂肪族ジオール化合物として２－ブチル－２－エ

チルプロパン－１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）０．３４ｇをジャケット温度２

８０℃にて、常圧で添加し３分間攪拌混練し、引き続きジャケット温度２８

０℃、圧力０．０４ｋＰａＡ（０．３ｔｏｒｒ）で７０分間攪拌混練して、エ

ステル交換反応を行い、触媒は、芳香族ポリカーボネートプレポリマー重合時

の重合触媒をそのまま使用し、反応系より留出するフェノール、環状カーボネ

ート（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン）及び未反応

の２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）を冷却管

にて凝集し、反応系より除去して得られる重量平均分子量（Ｍｗ）＝５６，４

００、Ｎ値＝１．１９、環状カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，３

－ジオキサン－２－オン）を１５４ｐｐｍ含有する芳香族ポリカーボネート樹

脂。」の発明（以下、「引用発明１ａ」という。）が記載されているものと認

められる。 

 

（２）引用発明１ｂ 

 

 引用文献１の特許請求の範囲の請求項１６には、「芳香族ポリカーボネート

と、」「一般式（ｇ１）で表される脂肪族ジオール化合物とを、エステル交換

触媒の存在下に反応させて高分子量化する高分子量化工程を含むことを特徴と

する、高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法。」が記載さ

れ、この請求項１６を引用する請求項２６には、「芳香族ポリカーボネートと

脂肪族ジオール化合物とを、エステル交換触媒の存在下に反応させて高分子量

化する高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副生する環状カーボネートの

少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除去工程とを含むこと

を特徴とする、」該製造方法が記載され、この請求項２６を引用する請求項２

７には、「前記環状カーボネートが」「一般式（ｈ１）で表される化合物であ

る」該製造方法が記載されている。 

 また、この請求項１６を引用する請求項３９には、該「製造方法で得られる

高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂を主体とし、」「一般式（ｈ１）

で表される環状カーボネートを３０００ｐｐｍ以下含むことを特徴とする、ポ
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リカーボネート樹脂組成物」が記載され、この請求項３９と請求項４１、４３

を順に引用する請求項４５には、「前記高分子量化された芳香族ポリカーボネ

ート樹脂の、下記数式（１）で表されるＮ値（構造粘性指数）が１．２５以下

であることを特徴とする」「ポリカーボネート樹脂組成物。 ［数４］ Ｎ値＝

（ｌｏｇ（Ｑ１６０値）－ｌｏｇ（Ｑ１０値））／(ｌｏｇ１６０－ｌｏｇ１

０)・・・（１）」が記載されている。 

 ここで、同［０３３２］～［０３３６］には、上記（１）で示した「高分子

量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」に関する反応機構が記載

されているところ、この反応機構から、「副生する環状カーボネート」は、

「脂肪族ジオール化合物」に由来するものであって、同［０３５５］－［０３

５７］の記載によれば、該環状カーボネートを除去することにより、該環状カ

ーボネートの含有量の好ましい上限は３０００ｐｐｍである「ポリカーボネー

ト樹脂組成物」が得られるから、請求項１６を引用する請求項２６において、

「一般式（ｇ１）で表される脂肪族ジオール化合物」を反応させたときに「副

生する環状カーボネート」は、請求項２７の「一般式（ｈ１）で表される化合

物」であり、それを除去することにより、請求項３９の「一般式（ｈ１）で表

される環状カーボネートを３０００ｐｐｍ以下含む」「ポリカーボネート樹脂

組成物」が得られるものと認められる。 

 また、副生する環状カーボネートの前駆体とされる「脂肪族ジオール化合物」

としては、請求項１６と請求項１８、２０、２２を順に引用する請求項２３に、

「２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオール」が選択肢の１つとし

て記載され、「副生する環状カーボネート」である請求項２７の 

「一般式（ｈ１）で表される化合物」としては、段落［０３７８］～［０３７

９］に 

「 

 
」（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン） 

が具体例の１つとして記載されている。 

 そして、段落［０５０３］～［０５０８］の実施例２０には、該「製造方法

で得られる、高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂」の具体例として、

製造例４で製造された芳香族ポリカーボネートプレポリマーを、該「芳香族ポ

リカーボネート」として用い、これに、該「脂肪族ジオール化合物」として２

－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオールを反応させて、副生する環

状カーボネートである「５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－

オン」を除去して得られる「高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂」

が記載されており、この実施例２０で得られたものは、高分子量化された芳香

族ポリカーボネート樹脂を主体とし、環状カーボネートとして「５－ブチル－

５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン」を３０００ｐｐｍ以下である１

５４ｐｐｍ含むものであるから、実施例２０には、該脂肪族ジオール化合物が
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２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオールであり、該環状カーボネ

ートが５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オンである該「ポ

リカーボネート樹脂組成物」が記載されているものと認められる。 

 そうすると、引用文献１には、「芳香族ポリカーボネートと、２－ブチル－

２－エチルプロパン－１，３－ジオールとを、エステル交換触媒の存在下に反

応させて高分子量化する高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副生する環

状カーボネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除去

工程とをを含む高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法で得

られる高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂を主体とし、５－ブチル

－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オンを３０００ｐｐｍ以下含むポリ

カーボネート樹脂組成物であって、 前記高分子量化された芳香族ポリカーボ

ネート樹脂の、下記数式（１）で表されるＮ値（構造粘性指数）が１．２５以

下であることを特徴とするポリカーボネート樹脂組成物。  

 ［数４］ Ｎ値＝（ｌｏｇ（Ｑ１６０値）－ｌｏｇ（Ｑ１０値））／(ｌｏｇ１

６０－ｌｏｇ１０)・・・（１）」の発明（以下、「引用発明１ｂ 

」という。）が記載されているものと認められる。 

 

３ 引用文献２の記載 

 

 引用文献２には、以下の事項が記載されている。 

 

「【請求項１】  

 芳香族ジヒドロキシ化合物と炭酸結合を導入し得る化合物との反応により製

造される、粘度平均分子量１２０００～４００００のポリカーボネートであっ

て、式（Ｉ）で表される環状オリゴマーの含有量が１０００ｐｐｍ以下であり、

かつ、式（Ｉ）、式（ＩＩ）及び式（ＩＩＩ）で表されるオリゴマーの総量に

対する割合が関係式（１）を満たす芳香族ポリカーボネート１００重量部に、

無機充填材１～３００重量部配合することを特徴とする芳香族ポリカーボネー

ト樹脂組成物。・・・（略）・・・  

【請求項２】  

 無機充填材が、ガラス、もしくは炭素の繊維状、粉状、もしくはフレーク状

の無機充填材から選ばれる少なくとも１種又は２種以上であることを特徴とす

る請求項１記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。  

【請求項３】  

 芳香族ポリカーボネートが、芳香族ジヒドロキシ化合物と炭酸ジエステルと

のエステル交換反応により製造されることを特徴とする請求項１又は２に記載

の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。  

【請求項４】  

 芳香族ポリカーボネートが、末端水酸基の含有量が１００～１０００ｐｐｍ

であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の芳香族ポリカー

ボネート樹脂組成物。」  

「【０００２】  
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【従来の技術】  

 ポリカーボネート樹脂は、耐衝撃性、透明性等に優れた樹脂として多くの分

野で幅広く用いられているが、携帯端末機器のハウジングやカバー類等の成形

品の薄肉化にともない、更に強度や剛性に優れた材料が求められている。これ

らの強度や剛性向上の要求には、一般的には、樹脂の補強効果を発揮するガラ

ス繊維や炭素繊維等の無機充填材を配合することで対応している。しかし、こ

れらの無機充填材の配合は、一般的には、ポリカーボネート樹脂組成物の流動

性を低下させ、結果的に、ポリカーボネート樹脂組成物を２９０～３８０℃と

いう高温で混練、成形しなければならず、混練時および成形時に着色し易いこ

と、さらには高温の使用条件下でも着色し易い等の問題を有していた。これら

の問題に対して、芳香族ジヒドロキシ化合物とホスゲンを反応させて重合を行

う界面法で製造されたポリカーボネートでは、溶媒として使用される塩化メチ

レン量の低減、ホスゲン由来の塩素成分量の低減等により耐熱性の改良が試み

られたり、また芳香族ジヒドロキシ化合物と炭酸ジエステル化合物とを加熱減

圧下反応させるエステル交換法においては、原料である炭酸ジエステル等の含

有量の低減、触媒の失活等による改良（特開平７ー１２６３７４号公報）が試

みられているが、十分な熱安定性は得られていなかった。一方、ポリカーボネ

ートに亜リン酸エステル等のリン系酸化防止剤や、ヒンダードフェノール等の

酸化防止剤を添加し、耐熱性を付与する試みは既に行われているが、高温時の

着色を十分に抑制できなかった。また、ポリカーボネートベースレジンの低分

子量化、カーボネートオリゴマー等の流動性改質剤の配合、ＡＢＳ等他樹脂と

のアロイ化による流動性の改質等も行われているが、これらの手法では、ポリ

カーボネート本来の衝撃強度や耐熱性を犠牲にする等の問題があった。  

【０００３】  

【発明が解決しようとする課題】  

 本発明は、色調、耐熱性等に優れるポリカーボネート組成物を提供するもの

であり、特に、無機充填材で補強された色調、耐熱性等に優れた芳香族ポリカ

ーボネート樹脂組成物を提供するものである。」  

「【００２８】  

 本発明において使用される無機充填材としては、例えば、ガラス繊維、ガラ

スミルドファイバー、ガラスフレーク、ガラスビーズ、炭素繊維、シリカ、ア

ルミナ、酸化チタン、硫酸カルシウム粉体、石膏、石膏ウィスカー、硫酸バリ

ウム、タルク、マイカ、珪酸カルシウム、カーボンブラック、グラファイト、

鉄粉、銅粉、二硫化モリブデン、炭化ケイ素、炭化ケイ素繊維、窒化ケイ素、

窒化ケイ素繊維、黄銅繊維、ステンレス繊維、チタン酸カリウム繊維あるいは

ウィスカー、芳香族ポリアミド繊維などで、好ましくは、ガラス、もしくは炭

素の繊維状、粉状、もしくはフレーク状の充填材で、より好ましくは、ガラス

繊維、炭素繊維、ガラスミルドファイバー、ガラスフレーク等が挙げられる。

無機充填材の配合量は、本発明の芳香族ポリカーボネート１００重量部に対し

て、１～３００重量部である。無機充填材の配合量が１重量部未満では、補強

効果が少なく、３００重量部を越えると外観が悪くなりやすい。好ましい配合

量は、３～５０重量部である。本発明で使用されるガラス繊維及びガラスミル
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ドファイバーとしては、通常熱可塑性樹脂に使用されているものであればいず

れも使用できるが、無アルカリガラス（Ｅガラス）が好ましい。ガラス繊維の

直径は、好ましくは６～２０μｍであり、より好ましくは９～１４μｍである。

繊維径が６μｍ未満では補強効果が不充分となり易く、２０μｍを越えると、製

品外観に悪影響を与えやすい。ガラス繊維としては、好ましくは、長さ１～６

ｍｍにカットされたチョップドストランド、ガラスミルドファイバーとしては、

好ましくは、長さ０．０１～０．５ｍｍに粉砕されて市販されているものを用

いても良く、両者を混合して用いてもよい。本発明で使用されるガラス繊維は、

樹脂との密着性を向上させる目的で、アミノシラン、エポキシシラン等のシラ

ンカップリング剤などによる表面処理、あるいは取扱い性を向上させる目的で、

アクリル系樹脂、ウレタン系樹脂などによる集束処理を施して使用してもよい。  

【００２９】  

本発明で使用されるガラスビーズとしては、通常熱可塑性樹脂に使用さ 

れているものであればいずれも使用できるが、無アルカリガラス（Ｅガラス）

が好ましい。ガラスビーズの形状は球状で、粒径は１０～５０μｍであるのが

好ましい。本発明で使用されるガラスフレークとしては、鱗片状のガラスフレ

ークが挙げられ、一般的には樹脂配合後の最大径が１０００μｍ以下、好まし

くは１～５００μｍであり、且つアスペクト比（最大径と厚み途の比）が５以

上、好ましくは１０以上、さらに好ましくは３０以上である。本発明で使用さ

れる炭素繊維としては、一般にアクリル繊維、石油又は炭素系特殊ピッチ、セ

ルロース繊維、リグニン、等を原料として焼成によって製造されたものであり、

耐炎質、炭素質または、黒鉛質等の種々のタイプのものがあるが、特に基材を

問わない。炭素繊維のアスペクト比（繊維長／繊維径）の平均は、好ましくは、

１０以上である。アスペクト比の平均が１０未満であると導電性と強度、剛性

が低下する。炭素繊維のアスペクト比（繊維長／繊維径）の平均は、より好ま

しくは５０以上である。一般に炭素繊維の径は３～１５μｍにあるため、この

ようなアスペクト比に調整するためには、チョップドストランド、ロービング

ストランド、ミルドファイバー等のいずれの形状のものも使用でき、１種また

は２種以上混合して用いることもできる。」  

 

４ 引用文献３の記載 

 

 引用文献３には、以下の事項が記載されている。 

 

「【実施例】  

【００９１】  

 以下に実施例を挙げてさらに説明するが、本発明はそれに限定されるもので

はない。尚、評価としては以下の項目について実施した。  

 ・・・  

【００９３】  

（ｉｉ）耐衝撃性（シャルピー衝撃強度の測定）  

 評価は射出成形により衝撃試験片を作成し、ＩＳＯ １７９に準じてノッチ
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付きシャルピー衝撃強度の測定を行った。  

 ・・・  

【００９６】  

 原料としては、以下のものを用いた。  

（Ａ成分）  

Ａ－１：ビスフェノールＡおよび末端停止剤としてｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェ

ノール、並びにホスゲンから界面重縮合法で合成した直鎖状芳香族ポリカーボ

ネート樹脂パウダー（帝人化成（株）製：パンライトＬ－１２２５ＷＳ（商品

名）、粘度平均分子量２０，９００）  

 ・・・  

【００９９】  

（Ｄ成分）  

Ｄ－１：ガラスファイバー（直径１３μｍ、カット長３ｍｍ）[日本電気硝子

（株）製ＥＣＳ―０３Ｔ－５１１（商品名）]  

Ｄ－２：ガラスミルドファイバー（直径９μｍ、数平均繊維長３０μｍ）[日東紡

（株）製ＰＥＦ－３０１Ｓ（商品名）]  

Ｄ－３：タルク（板状、平均粒子径２μｍ）[林化成工業（株）製Ｕｐｎ ＨＳ－

Ｔ０．８（商品名）]  

Ｄ－４：扁平断面ガラスファイバー（長径２８μｍ、短径７μｍ、カット長３ｍ

ｍ）[日東紡績（株）製ＣＳＧ ３ＰＡ－８３０（商品名）]  

 ・・・  

【０１０２】  

［実施例１～５５、比較例１～１０］  

（ポリカーボネート樹脂組成物の製造）  

 ビスフェノールＡとホスゲンから界面縮重合法により製造されたポリカーボ

ネート樹脂パウダーに、表１～表６記載の各種添加剤を各配合量で配合し、ブ

レンダーにて混合した後、ベント式二軸押出機（（株）日本製鋼所製：ＴＥＸ

３０α（完全かみ合い、同方向回転、２条ネジスクリュー））を用いて溶融混

練しペレットを得た。添加剤はそれぞれ配合量の１０倍の濃度で予めポリカー

ボネート樹脂パウダーとの予備混合物をヘンシェルミキサーを用いて作成した

後、ブレンダーによる全体の混合を行った。押出条件は吐出量２０ｋｇ／ｈ、

スクリュー回転数１５０ｒｐｍ、ベントの真空度３ｋＰａであり、また押出温

度は第１供給口からダイス部分まで２６０℃とした。  

 次に得られたペレットを１００℃で５時間熱風循環式乾燥機により乾燥し、

乾燥後、射出成形機（住友重機械工業（株）ＳＧ－１５０Ｕ）によりシリンダ

ー温度２８０℃、金型温度７０℃で各種評価用の試験片を成形した。これらの

成形品を用いて各特性を測定した。それらの結果を表１～表６に示す。」  

「【０１０５】  

【表３】  
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【０１０６】  

【表４】  

 
 

 」  

  

５ 引用文献４の記載 

  

 引用文献４には、以下の事項が記載されている。 

 

「【０１５８】  

［耐衝撃性］  

 上述の方法で得られたＩＳＯ多目的試験片（３ｍｍｔ）を用い、ＩＳＯ１７

９に準拠してノッチ付シャルピー（単位：ｋＪ／ｍ２）を測定し評価した。な

お、表３～４中、「耐衝撃性」と表記する。」  

「【０１５９】  

【表２】  
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【０１６０】  

【表３】  
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」  

 

６ 引用文献５の記載 

 

 当審が、本願出願日時点の技術常識を示す文献として新たに引用する引用文

献５には、以下の事項が記載されている。 

 

 引用文献５：本間 精一 編、ポリカーボネート樹脂ハンドブック、日本、

１９９２年、ｐ．８２，１０６－１０８ 

 

（１） 



 30 / 49 

 

「４．５．１ ガラス繊維強化グレード 

 強度、剛性、寸法安定性などを向上させる目的でガラス繊維を１０～３０％

程度充填したグレードが一般的である。」（第８２頁第１２－１４行） 

 

（２） 

「５．２ 複合強化グレード 

 

 ポリカ－ボネート樹脂は、その透明性と耐衝撃性を利点として広く用いられ

ているが、一方さらに高い機械的強さや耐熱性、寸法安定性を要求される場合

には、強化材料との複合化が盛んに行われている。特に、寸法安定性を求めら

れる精密部品用途では、非結晶性樹脂であるポリカーボネートは、ポリアミド

（ＰＡ）やポリオキシメチレン（ＰＯＭ）等の結晶性樹脂に比べると成形収縮

率が小さく、有利である。この特長を活かし、金属に近い剛性や線膨張係数の

小さい材料をえるため、ポリカーボネートにガラス繊維やカーボン繊維をはじ

めとする無機材料を配合してなるグレードが数多く市販されている。またポリ

カーボネートの欠点である耐薬品性、低温衝撃性、流動性等の性質を改良する

ために、他の樹脂とのアロイ化を行い、さらにこのアロイに強化材料を配合す

ることも盛んに検討されている。」（第１０６頁第８－２０行） 

 

（３） 

「５．２．１ 複合化の目的と強化材料 

 複合化の目的は、 

 （ａ）補強効果；機械的特性や耐熱性の向上をはかる 

 （ｂ）増量効果；高価なベース材料を使うとき強化材料を加えることにより

コストダウンをはかる 

 （ｃ）寸法安定性；強化材を加えることにより線膨張係数、吸水性が減少し、

材料の寸法安定性が向上する 

 （ｄ）特殊機能の付与；（ａ）の補強効果の他にベースポリマーが本来有し

ていない導電性、磁性、難燃性などの特殊機能を付与する 

 （ｅ）その他；遮蔽効果、流下防止、制振、耐侯性、印刷性、接着性の改善

などがある。 

 これらの目的のために、表５．４に示したような強化材料が用いられるが、

ポリカーボネートの場合、強化材料が塩基性または強酸性の場合は、溶融混練

時にポリマーが分解され、分子量低下を引き起こすために、その使用について

はきわめて慎重な処方をとる必要がある。 

 最も代表的な強化材料は、ガラス繊維（以下ＧＦ）とカーボン繊維（以下Ｃ

Ｆ）であり、タルク、マイカ、クレー、チタン酸カリウムウィスカー、酸化亜

鉛ウィスカー等の強化材料との配合については、現在開発中である。 
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」（第１０６頁下から第２行－第１０８頁第１行） 

 

（４） 

「繊維の形状としては、集束剤によりまとめられドラムに巻取られたロービン

グや、これを数ｍｍの長さにカットしたチョップドストランド（以下ＣＳ）ガ

ラス繊維を破砕し数１０μｍにした粉末状のミルドファイバー（以下ＭＦ）、

さらにガラス片のフレーク、球状を中心とするビーズ等がある。」（第１０８

頁第５－８行） 

 

 

第５ 本願発明１と引用発明１ａとの対比及び判断 

 

１ 対比 

 

 本願発明１と引用発明１ａを対比する。 

 

 引用発明１ａの「芳香族ポリカーボネート樹脂」は、「２，２-ビス（４-ヒ

ドロキシフェニル）プロパン１０，０００．６ｇ（４３．８１モル）、ジフェ

ニルカーボネート１０，５６０．０ｇ（４９．３０モル）」から「得られた芳

香族ポリカーボネートプレポリマー「ＰＰ－Ｄ」３０．１３ｇ」と、「脂肪族

ジオール化合物として２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオール

（ＢＥＰＤ）０．３４ｇ」とをエステル交換反応を行って得られるものであり、

「重量平均分子量（Ｍｗ）＝５６，４００」であるから、本願発明１の「下記

一般式（Ｉ）で表される構造単位を有し、重量平均分子量が４０，０００～１

００，０００の範囲内である芳香族ポリカーボネート樹脂」  

 「【化１】  
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（式中、ｐ及びｑは、０を表し、Ｘは、下記（Ｉａ）の群から選択される基を

表す）  

 【化２】  

 
 

（ここで、Ｒ３及びＲ４は、メチル基を表す）」に相当する。  

 また、引用発明１ａの「環状カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，

３－ジオキサン－２－オン）」は、本願発明１の「下記一般式（ＩＩａ）で表

される環状カーボネート」  

「【化３】  

 
 

（式中、Ｒａは、エチル基を表し、Ｒｂは、ブチル基を表す）。」に相当する。

そして、引用発明１ａの「芳香族ポリカーボネート樹脂」は、「環状カーボネ

ート（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン）」を「１５

４ｐｐｍ含有する」ものであるから、本願発明１の「一般式（ＩＩａ）で表さ

れる環状カーボネート」を含有し、その含有量は、本願発明１の 

「０．１ｐｐｍ以上３０００ｐｐｍ以下」と重複一致する。  

 また、引用発明１ａの「芳香族ポリカーボネート樹脂」と、本願発明１の 

「芳香族ポリカーボネート樹脂組成物」は、「芳香族ポリカーボネート樹脂」

の限りで一致する。  

 

 そうすると、両者は次の点で一致する。 

 

＜一致点＞ 

「下記一般式（Ｉ）で表される構造単位を有し、重量平均分子量が４０，００

０～１００，０００の範囲内である芳香族ポリカーボネート樹脂と、下記一般

式（ＩＩａ）で表される環状カーボネートとを含み、下記一般式（ＩＩａ）で

表される環状カーボネート含有率が、下記一般式（Ｉ）で表される構造単位を

有する芳香族ポリカーボネート樹脂に対して０．１ｐｐｍ以上３０００ｐｐｍ

以下である、芳香族ポリカーボネート樹脂： 
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【化１】 

 
（式中、ｐ及びｑは、０を表し、Ｘは、下記（Iａ）の群から選択される基を表

す） 

【化２】 

 
（ここで、Ｒ３及びＲ４は、メチル基を表す） 

【化３】 

 
（式中、Ｒａは、エチル基を表し、Ｒｂは、ブチル基を表す）」 

 

 そして、次の点で相違する。 

 

＜相違点１＞  

 本願発明１は、「前記芳香族ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度が１０

００ｐｐｍ以下であ」ると特定されているのに対し、引用発明１ａは、芳香族

ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度が明らかでない点。 

 

＜相違点２＞ 

 本願発明１は、「前記芳香族ポリカーボネート樹脂が、下記一般式（ＩＩＩ）

で表される構造単位を含み、その含有率が、前記一般式（Ｉ）で表される構造

単位を有する芳香族ポリカーボネート樹脂中に２０００ｐｐｍ未満である」  

 「【化５】  

 
 

 （式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である。）」と特定されてい

るのに対し、引用発明１ａは、そのような特定がない点。  

 

＜相違点３＞ 

 本願発明１は、「無機充填剤」を含み、「無機充填剤が、ガラス繊維、ガラ
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スビーズ及びガラスフレークからなる群から選ばれる少なくとも１種であり、

無機充填剤の含有量が、下記一般式（Ｉ）で表される構造単位を有する芳香族

ポリカーボネート樹脂１００質量部に対して３～２００質量部であ」る芳香族

ポリカーボネート「樹脂組成物」であるのに対し、引用発明１ａは、無機充填

剤を含むことが特定されておらず、芳香族ポリカーボネート「樹脂」である点。 

 

２ 判断 

 

（１）相違点１について 

 引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂は、「芳香族ポリカーボネート

プレポリマー「ＰＰ－Ｄ」３０．１３ｇ」と、「脂肪族ジオール化合物として

２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）０．３４ｇ」

との「エステル交換反応を行い、触媒は、芳香族ポリカーボネートプレポリマ

ー重合時の重合触媒をそのまま使用し、反応系より留出するフェノール、環状

カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン）及

び未反応の２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）」

を「反応系より除去して得られる」ものであり、芳香族ポリカーボネートプレ

ポリマーのＯＨ濃度は、６０ｐｐｍである。ここで、引用文献１の段落［０３

３２］～［０３３６］には、上記第４の２（１）で示した「高分子量化された

芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」に関する反応機構が記載され、得ら

れる芳香族ポリカーボネート樹脂は、連結剤としての脂肪族ジオール化合物由

来の構造単位が極めて少なく、樹脂の骨格はホモポリカーボネート樹脂とほぼ

同じとなることが記載されており、この反応機構からみて、芳香族ポリカーボ

ネートプレポリマーを脂肪族ジオール化合物で高分子量化した当該「芳香族ポ

リカーボネート樹脂の製造方法」により得られた「芳香族ポリカーボネート樹

脂」の末端水酸基濃度は、原料である芳香族ポリカーボネートプレポリマーの

末端水酸基濃度より少なくなるものと理解できる。そして、引用文献１の［表

７］には、実施例２０について、「得られた樹脂中の脂肪族ジオール化合物由

来の構造単位の割合」が０．００％であることが記載されていることからも、

実施例２０における反応は、上記反応機構に従っているものといえるので、引

用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度は、プレポリマー

「ＰＰ－Ｄ」の６０ｐｐｍより少ないものであることは、明らかである。  

 したがって、引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度

は、１０００ｐｐｍ以下であるものといえる。  

 よって、上記相違点１は、実質的な相違点ではない。  

 

（２）相違点２について 

 引用発明１ａは、Ｎ値が１．１９である芳香族ポリカーボネート樹脂である。

このＮ値について、引用文献１の段落［０３７０］には、「構造粘性指数「Ｎ

値」は、芳香族ポリカーボネート樹脂の分岐化度の指標とされる」こと、「本

発明のポリカーボネート共重合体（合議体注：「芳香族ポリカーボネート樹脂」

の誤記であると認められる。）におけるＮ値は低く、分岐構造の含有割合が少
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なく直鎖構造の割合が高い」ことが記載されている。ここで、この分岐構造の

含有割合が少ないことに関する記載として、同［０３３７］には、連結剤を用

いて高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂が、Ｎ値が低い、異種構造

を有するユニットの割合が少ないなどの利点を有する旨記載され、この異種構

造を有するユニットとは、分岐ユニットを言うことが記載され、当該「高分子

量化された芳香族ポリカーボネート樹脂」に含まれる「異種構造を有するユニ

ットの具体例としては、上記のポリカーボネート共重合体に関して言及した異

種構造を有するユニットと同様のユニットが挙げられる」旨記載されている。

そして、この「ポリカーボネート共重合体に関して言及した異種構造」として、

同［０２５２］～［０２５３］には、  

「  

 
 」が例示され、例示された構造には、本願発明１の「一般式（ＩＩＩ）で表

される構造が含まれている。 

 してみると、引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂には、上記の例示

された異種構造を有するユニットが含まれるものと解され、該ユニットは、本

願発明１の「下記一般式（ＩＩＩ）で表される構造単位を含」む  

 「【化５】  



 36 / 49 

 

 
 

（式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である。）」に相当する。また、

該「異種構造を有するユニット」は、「分岐構造」であるといえ、引用文献１

には、上述のとおり、分岐構造の割合が少ないことが記載されていることから、

引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂は、該「異種構造を有するユニッ

ト」の含有量が少ないものであるといえる。 

 ここで、本願明細書の段落【００５４】には、「異種構造の割合が少ない芳

香族ポリカーボネート樹脂は、例えば、後述する特定構造のジオール化合物を

含む連結剤を用いて芳香族ポリカーボネートプレポリマーを高分子量化する工

程を含む方法によって製造することができる。」と記載され、同【０１１１】

には、「好ましい芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法は、芳香族ポリカー

ボネートプレポリマーと下記一般式（ＩＶ）で表されるジオール化合物とをエ

ステル交換触媒の存在下に反応させて、高分子量化された芳香族ポリカーボネ

ート樹脂を得る高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副生する環状カーボ

ネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除去工程とを

含む製造方法である。」と記載され、該ジオール化合物について、同【０１２

１】には、「特に好ましいものは、２－ブチル－２－エチルプロパン－１，３

－ジオール・・・からなる群から選択されるジオール化合物である」と記載さ

れている。また、同【００６３】には、「構造粘性指数「Ｎ値」は、芳香族ポ

リカーボネート樹脂の分岐化度の指標とされる。芳香族ポリカーボネート樹脂

においては、Ｎ値は低く、分岐構造の含有割合が少なく直鎖構造の割合が高い

ことが好ましい。」と記載され、同【表１】には、芳香族ポリカーボネート樹

脂組成物「ＰＣ－１」のＮ値が１．１９、異種構造量が５００ｐｐｍ、同「Ｐ

Ｃ－２」のＮ値が１．２９、異種構造量が２０００ｐｐｍであることが記載さ

れている。これらの記載から、Ｎ値がより低いものは異種構造量が少ないこと

が理解でき、少なくとも、「芳香族ポリカーボネートプレポリマーと特定のジ

オール化合物とをエステル交換触媒の存在下に反応させて、高分子量化された

芳香族ポリカーボネート樹脂を得る高分子量化工程と、前記高分子量化工程で

副生する環状カーボネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボ

ネート除去工程とを含む」方法によって製造され、Ｎ値が１．２９より小さい

値である「芳香族ポリカーボネート樹脂」の異種構造量は２０００ｐｐｍ未満

であるものといえる。 

 そして、引用発明１ａの「芳香族ポリカーボネートプレポリマー「ＰＰ－

Ｄ」」と、「脂肪族ジオール化合物として２－ブチル－２－エチルプロパン－

１，３－ジオール（ＢＥＰＤ）」との「エステル交換反応を行い、触媒は、芳

香族ポリカーボネートプレポリマー重合時の重合触媒をそのまま使用し、反応

系より留出するフェノール、環状カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，

３－ジオキサン－２－オン）、未反応のＢＥＰＤ）」を「反応系より除去」す
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るという方法は、上記の「芳香族ポリカーボネートプレポリマーと特定のジオ

ール化合物とをエステル交換触媒の存在下に反応させて、高分子量化された芳

香族ポリカーボネート樹脂を得る高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副

生する環状カーボネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネ

ート除去工程とを含む」方法に相当し、引用発明１ａのＮ値は１．１９である

から、上記の「異種構造を有するユニット」の濃度は、２０００ｐｐｍ未満で

あるといえる。 

 してみると、引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂は、「下記一般式

（ＩＩＩ）で表される構造単位を含み、その含有率が、前記一般式（Ｉ）で表

される構造単位を有する芳香族ポリカーボネート樹脂中に２０００ｐｐｍ未満

である 

【化５】  

 
 

 （式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である。）」ものといえる。 

 したがって、上記相違点２は、実質的な相違点ではない。  

 

 なお、引用文献１の［表７］には、実施例２０において得られる「芳香族ポ

リカーボネート樹脂」のＮ値が１．２１である旨記載されているが、仮に引用

発明１ａのＮ値が１．２１であったとしても、上記の「異種構造を有するユニ

ット」の濃度は、２０００ｐｐｍ未満であるといえるので、上記相違点２は、

実質的な相違点とはならない。 

 

（３）相違点３について 

 引用文献１の段落［０１２１］には、上記第４の２（１）で示した「高分子

量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」について、「高温下での

熱安定性（耐熱性）が大幅に改善された」芳香族ポリカーボネート樹脂が得ら

れる旨記載され、同［０３０２］には、「耐衝撃性等のポリカーボネート樹脂

本来の特性を維持しつつ、高分子量でありながら高流動性を与える連結高分子

量化されたポリカーボネートの利点を有し、しかも耐熱性が格段に向上した芳

香族ポリカーボネート樹脂が得られる」旨記載されており、同［表７］には、

実施例２０で得られた樹脂について、高温における滞留試験の前後におけるＭ

ｗ保持率及びＹＩ値変化量が少ないことが、具体的なデータとともに示されて

いることから、実施例２０で得られた引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート

樹脂は、高温下での熱安定性（耐熱性）に優れ、耐衝撃性を保持しながら流動

性が向上した樹脂であるといえる。また、同［００２０］及び［００２５］に

も記載されるとおり、ポリカーボネート樹脂の技術分野において一般に、流動

性を改良しようとすると耐衝撃性等が低下する、つまり、流動性と耐衝撃性と

はいわゆるトレードオフの関係にあるといえる。一方、同［０００４］にはポ
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リカーボネート樹脂が耐熱性、耐衝撃性に優れることが記載されており、また、

本願出願日時点の技術常識を示す文献として引用した引用文献５の摘記６（２）

にも記載されるとおり、ポリカーボネート樹脂が耐衝撃性を利点としているこ

とや、さらに高い機械的強さや耐熱性を要求される場合には、強化材料の複合

化が盛んに行われていることが当業者の技術常識であったといえる。そうする

と、引用発明１ａにおいて、ポリカーボネート樹脂の流動性の向上にともなっ

て低下する耐衝撃性を補うことや、更に耐熱性、機械的強度を改善するという

課題は、当業者ならば認識するといえる。 

 ここで、引用文献１の段落［０３６４］には、上記第４の２（１）で示した

「高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」について、 

「さらに本発明に於いて、上記熱安定化剤、加水分解安定化剤の他に、酸化防

止剤、顔料、染料、強化剤や充填剤、紫外線吸収剤、滑剤、離型剤、結晶核剤、

可塑剤、流動性改良材、帯電防止剤等を添加することができる。」と記載され、

この記載から、引用文献１には、実施例２０で得られた引用発明１ａに対して

も強化剤や充填剤を配合することが示唆されているといえる。 

 そして、引用文献５の摘記６（１）～（４）に記載されるとおり、ポリカー

ボネート樹脂に対し、補強効果を付与し、機械的特性を向上させることを目的

として、ガラス繊維、ガラスビーズ、ガラスフレーク等を１０～３０％程度の

配合比で配合することは、当業者における技術常識である。また、引用文献５

の表５．４（摘記６（３））には、引張り特性、衝撃特性、耐熱性を付与する

ためにガラス繊維を用いることが記載され、引用文献２の段落【０００２】に

も記載されるとおり、強度等を向上させるため、樹脂の補強効果を発揮するガ

ラス繊維等の無機充填材を配合することは、当業者における技術常識であり、

同文献の請求項１～２、段落【００２８】～【００２９】には、補強効果を発

揮する無機充填材として、ガラス繊維、ガラスビーズ、ガラスフレーク等が記

載され、その配合量を、芳香族ポリカーボネート１００重量部に、無機充填材

１～３００重量部とすることも記載されている。これらの記載から、ポリカー

ボネート樹脂の技術分野において、引張り特性、衝撃特性、耐熱性等を向上さ

せるため、ポリカーボネート樹脂にガラス繊維、ガラスビーズ、ガラスフレー

ク等の無機充填材を含有させ、その含有量を、ポリカーボネート１００重量部

に対して１～３００重量部程度とすることは、本願出願時、周知の技術事項で

あったといえる。 

 してみると、引用発明１ａの芳香族ポリカーボネート樹脂において、衝撃特

性、耐熱性、引張り特性等をさらに向上させるため、配合することが示唆され

た充填剤として、ガラス繊維、ガラスビーズ、ガラスフレーク等の無機充填剤

を含有させ、その含有量を、芳香族ポリカーボネート樹脂１００重量部に対し

て３～２００重量部とし、樹脂「組成物」とすることは、単に周知技術を付加

したものであって、引用文献５及び引用文献２に記載された事項に基づいて、

当業者が容易になし得たことである。  

 

（４）本願発明１の効果について 
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 まず、本願発明１が引用発明１ａと比較して有利な効果を奏するか否かにつ

いて検討するが、本願発明１と引用発明１ａとを比較すると、上記１、２（１）

及び（２）で述べたように、両者は、「ガラス繊維、ガラスビーズ及びガラス

フレークからなる群から選ばれる少なくとも１種であ」る「無機充填剤」を特

定量含有するか否かにおいて実質的に相違するので、この相違点による有利な

効果について検討する。 

 本願明細書の段落【０００９】には、「特に特定の環状カーボネートが所定

量以下で含むポリカーボネート樹脂と、各種無機充填剤とを配合することで、

実用上充分なシャルピー衝撃強度及び耐湿熱性を有するポリカーボネート樹脂

組成物を構成し得ることを見出し、本発明に到達した。」と記載され、同【０

０２９】には、「本発明によれば、シャルピー衝撃強度及び耐湿熱性に優れる

芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を提供することができる。」と記載されて

いることから、本願発明１の効果は、「シャルピー衝撃強度及び耐湿熱性に優

れる」ことであると把握でき、本願明細書の【０２１７】～【０２１８】に、

実施例１～２及び比較例１～２のシャルピー衝撃強度、耐湿熱性の試験におけ

るデータが示されている。 

 一方、引用文献１には、ポリカーボネート樹脂が耐熱性、耐衝撃性に優れる

ことが記載され、引用文献２，５には、引張り特性、衝撃特性、耐熱性を付与

するためにガラス繊維等の無機充填材を用いることが記載されていることから

すれば、ポリカーボネート樹脂にガラス繊維等を配合することにより、引張り

特性、耐衝撃性、耐熱性等が改善することは、一定の予測がされるといえる。 

 ここで、本願明細書の実施例１～２及び比較例１～２に基づいて当該効果を

より詳細に検討する。 

 芳香族ポリカーボネート樹脂として実施例１、２はＰＣ－１、比較例１、２

はＰＣ－２を用いるものであり、本願明細書の段落【０１７９】～【０２１５】

の記載及び表１を参照するに、当該ＰＣ－１は、芳香族ポリカーボネートプレ

ポリマーと脂肪族ジオールを用いてエステル交換触媒の存在下に反応させる高

分子量化工程と前記高分子量化工程で副生する環状カーボネートの少なくとも

一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除去工程を経た芳香族ポリカーボ

ネート樹脂であって、重量平均分子量が４７２００、Ｍｗ／Ｍｎが２．３、末

端水酸基濃度が４００ｐｐｍ、環状カーボネート量が７ｐｐｍ、異種構造量が

５００ｐｐｍ、Ｎ値１．１９であるのに対し、当該ＰＣ－２は、芳香族ポリカ

ーボネートプレポリマーを単に高分子量化反応させた芳香族ポリカーボネート

樹脂であって、重量平均分子量が４８０００、Ｍｗ／Ｍｎが２．６、末端水酸

基濃度が１１００ｐｐｍ、環状カーボネート量がなく、異種構造量が２０００

ｐｐｍ、Ｎ値が１．２９である。つまり、ＰＣ－２は、末端水酸基濃度、環状

カーボネート量及び異種構造量の点が本願発明１を満足しない芳香族ポリカー

ボネート樹脂であると認識できる。  

 また、これらの樹脂を用いて調製した樹脂組成物の評価結果は、機械的強度

を評価するシャルピー衝撃試験（４ｍｍ、ノッチ有）（ｋＪ／ｍ２）について

は、当該ＰＣ－１を含む実施例１が１５、実施例２が１０であり、当該ＰＣ－

２を含む比較例１は９、比較例２は５、同様に機械的強度を評価するシャルピ
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ー衝撃試験（４ｍｍ、ノッチ無）（ｋＪ／ｍ２）については、当該ＰＣ－１を

含む実施例１が６２、実施例２が５０であり、当該ＰＣ－２を含む比較例１は

５５、比較例２は３０であり、湿熱性を評価する湿熱試験の ΔＱについては、

当該ＰＣ－１を含む実施例１が３、実施例２が１０であり、当該ＰＣ－２を含

む比較例１が５、比較例２が２０である。  

 そして、ポリカーボネート樹脂以外の配合処方が同一である実施例１と比較

例１、実施例２と比較例２をそれぞれ比較してみると、ＰＣ－２を含む比較例

１よりも、ＰＣ－１を含む実施例１が、シャルピー衝撃試験の値が大きく、Δ

Ｑの値が小さく、また、ＰＣ－２を含む比較例２よりも、ＰＣ－１を含む実施

例２が、シャルピー衝撃試験の値が大きく、ΔＱの値が小さくなっている。こ

れらのことから、ＰＣ－１を含む実施例１、２がＰＣ－２を含む比較例１、２

よりも、シャルピー衝撃強度、耐湿熱性が改善されたとの効果を奏することが

具体的なデータとともに示されているといえるところ、実施例１と比較例１、

及び、実施例２と比較例２のそれぞれの配合処方の異なる点は、芳香族ポリカ

ーボネート樹脂のみであるから、当該効果は、特定の製造方法により得られた、

特定の芳香族ポリカーボネート樹脂を用いた組成物により奏されるものと認識

できる。しかしながら、当該効果が、特定の無機充填剤を配合したことにより

奏されるものであるとは認識できない。 

 してみると、引用発明１ａにおいて、「ガラス繊維、ガラスビーズ及びガラ

スフレークからなる群から選ばれる少なくとも１種であ」る「無機充填剤」を

特定量配合したことにより奏される効果が、格別であるとはいえない。 

 

 次に、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物全体の効果として検討したとして

も、引用文献５の表５．４（摘記６（３））にも記載されるとおり、ポリカー

ボネート樹脂にガラス繊維を配合することにより、衝撃特性が向上することは、

当業者に周知の技術事項であり、ガラス繊維などの無機充填剤を芳香族ポリカ

ーボネート樹脂に配合した樹脂組成物の機械的強度を測定するために、シャル

ピー衝撃試験を行うことは、よく知られていることである（この点について、

必要であれば、引用文献３の段落【００９１】～【０１０６】、表３、４、引

用文献４の段落【０１５８】、表３等参照。）ので、本願発明１の芳香族ポリ

カーボネート樹脂組成物のシャルピー衝撃試験に基づく機械的強度については、

当業者が予測できないほど格別なものであるとはいえない。さらに、引用文献

１の段落［０１２０］にも記載されるとおり、芳香族ポリカーボネート樹脂は、

低平衡吸水率、耐熱性、耐加水分解性といった物性に優れることが、当業者に

周知の技術事項であって、低平衡吸水率、耐熱性、耐加水分解性といった物性

は、高温、高湿環境下における耐性と関係するものと理解できるし、上記（３）

で述べたとおり、引用発明１ａのポリカーボネート樹脂は、耐熱性に優れるも

のであり、引用文献５の表５．４（摘記６（３））にも記載されるとおり、ポ

リカーボネート樹脂にガラス繊維を配合することにより、耐熱性が向上するこ

とは、当業者に周知の技術事項であるから、本願発明１が耐湿熱性に優れると

いう効果が、予測できないほど顕著なものであるとはいえない。 
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（５）まとめ 

 以上のとおりであるから、本願発明１は、引用発明１ａ、周知技術及び引用

文献２，５に記載された事項、又は、引用発明１ａ、周知技術及び引用文献２

～５に記載された事項に基づいて、当業者が容易に発明をすることができたも

のである。 

 

 

第６ 本願発明１と引用発明１ｂとの対比及び判断 

 

１ 対比 

 

 本願発明１と引用発明１ｂを対比する。 

 

引用発明１ｂの「５－ブチル－５－エチル－１，３－ジオキサン－２－オン」

は、本願発明１の「「下記一般式（ＩＩａ）で表される環状カーボネート」  

 「【化３】  

 
 

 （式中、Ｒａは、エチル基を表し、Ｒｂは、ブチル基を表す）。」に相当す

る。 

 引用発明１ｂの「３０００ｐｐｍ以下含む」は、本願発明１の「０．１ｐｐ

ｍ以上３０００ｐｐｍ以下である」と重複一致する。  

 引用発明１ｂの「ポリカーボネート樹脂組成物」は、本願発明１の「芳香族

ポリカーボネート樹脂組成物」に相当する。  

 

 そうすると、両者は次の点で一致する。  

  

＜一致点＞  

 「芳香族ポリカーボネート樹脂と、下記一般式（ＩＩａ）で表される環状カ

ーボネートとを含み、下記一般式（ＩＩａ）で表される環状カーボネートが、

芳香族ポリカーボネート樹脂に対して０．１ｐｐｍ以上３０００ｐｐｍ以下で

ある、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。  

 【化３】  
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 （式中、Ｒａは、エチル基を表し、Ｒｂは、ブチル基を表す）。」  

  

そして、次の相違点４～７で相違する。  

  

 ＜相違点４＞  

芳香族ポリカーボネート樹脂に関し、本願発明１は、「下記一般式（Ｉ 

）で表される構造単位を有し、重量平均分子量が４０，０００～１００，００

０の範囲内である」及び  

 「【化１】 

 
（式中、ｐ及びｑは、０を表し、Ｘは、下記（Iａ）の群から選択される基を表

す） 

【化２】 

 
（ここで、Ｒ３及びＲ４は、メチル基を表す）」と特定されているのに対し、

引用発明１ｂは、構造単位及び重量平均分子量が特定されていない点。  

 

＜相違点５＞  

 本願発明１は、「芳香族ポリカーボネート樹脂の末端水酸基濃度が１０００

ｐｐｍ以下であ」るのに対し、引用発明１ｂは、芳香族ポリカーボネート樹脂

の末端水酸基濃度が特定されていない点。  

 

＜相違点６＞ 

 本願発明１は、「前記芳香族ポリカーボネート樹脂が、下記一般式（ＩＩＩ）

で表される構造単位を含み、その含有率が、前記一般式（Ｉ）で表される構造

単位を有する芳香族ポリカーボネート樹脂中に２０００ｐｐｍ未満である」  

 「【化５】  

 
 

 （式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である。）」と特定されてい

るのに対し、引用発明１ｂは、そのような特定がない点。 

 

＜相違点７＞  

 本願発明１は、「無機充填剤が、ガラス繊維、ガラスビーズ及びガラスフレ

ークからなる群から選ばれる少なくとも１種であり、無機充填剤の含有量が、
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下記一般式（Ｉ）で表される構造単位を有する芳香族ポリカーボネート樹脂１

００質量部に対して３～２００質量部であ」ると特定するのに対し、引用発明

１ｂは、無機充填剤を含むことが特定されていない点。  

 

２ 判断 

 

（１）相違点４について 

 引用文献１の段落［０３０２］には、上記第４の２（１）で示した「高分子

量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」において、「用いられる

芳香族ポリカーボネートは、上記ポリカーボネート共重合体の製造に用いられ

るのと同様に、前記一般式（ＩＩ）で示される構造を主たる繰り返し単位とす

る重縮合ポリマー（芳香族ポリカーボネートプレポリマー）である。」と記載

され、同［０２００］～［０２０４］には一般式（ＩＩ）が記載され、同［０

２０５］～［０２０９］には、「上記一般式（ＩＩ）で表される構造単位を誘

導する芳香族ジヒドロキシ化合物として」、２，２－ビス（４－ヒドロキシフ

ェニル）プロパンが記載されている。そして、２，２－ビス（４－ヒドロキシ

フェニル）プロパンは、引用文献１の実施例２０においても使用されている。 

 ここで、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパンから誘導された

一般式（ＩＩ）で示される構造は、同式における「ｐ及びｑ」が０であり、

「Ｘ」が 

 
（ここで、Ｒ３及びＲ４は、メチル基を表す） 

なる構造である。 

 そうすると、引用発明１ｂにおいて、「芳香族ポリカーボネート」として、

２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパンから誘導された一般式（Ｉ

Ｉ）で示される構造を主たる繰り返し単位とする重縮合ポリマー（芳香族ポリ

カーボネートプレポリマー）を用いることは、当業者が容易に想到し得たこと

であり、それを高分子量化したものは、「一般式（ＩＩ）で示される構造」を

有するものといえるから、得られた「高分子量化された芳香族ポリカーボネー

ト樹脂」は、本願発明１の「下記一般式（Ｉ）で表される構造単位」及び 

 「【化１】 

 
（式中、ｐ及びｑは、０を表し、Ｘは、下記（Ｉａ）の群から選択される基を

表す） 

【化２】 
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（ここで、Ｒ３及びＲ４は、メチル基を表す）」との構成を備えることとなる。 

 

 また、引用文献１の段落［０３６７］には、上記第４の２（１）で示した 

「高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」により得られる

芳香族ポリカーボネート樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）が３０，０００～１０

０，０００であることが記載されている。  

 そうすると、引用発明１ｂの「芳香族ポリカーボネート樹脂」の重量平均分

子量（Ｍｗ）は３０，０００～１００，０００であるといえ、本願発明１の

「重量平均分子量が４０，０００～１００，０００の範囲内」と重複一致する。  

 

（３）相違点５について 

 引用文献１の段落［０３０９］には、上記第４の２（１）で示した「高分子

量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」で用いられる芳香族ポリ

カーボネートプレポリマーについて、末端水酸基濃度が「１５００ｐｐｍ以下

が好ましく、さらに好ましくは１０００ｐｐｍ以下が好適であ」り、「この範

囲を超える水酸基末端」「では脂肪族ジオール化合物とのエステル交換反応に

よって十分な高分子量化の効果が得られないおそれがある」旨記載されている。

そうすると、引用発明１ｂの「芳香族ポリカーボネート」は、上記「高分子量

化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」に用いるプレポリマーであ

るから、末端水酸基濃度が１０００ｐｐｍ以下であるといえる。そして、上記

第５の２（１）で述べたとおり、芳香族ポリカーボネートプレポリマーを脂肪

族ジオール化合物で高分子量化した「芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」

により得られた「芳香族ポリカーボネート樹脂」の末端水酸基濃度は、原料で

ある芳香族ポリカーボネートプレポリマーの末端水酸基濃度より少なくなるこ

とが明らかであるから、引用発明１ｂの「芳香族ポリカーボネート樹脂」の末

端水酸基濃度は、１０００ｐｐｍ以下であるということができる。 

 したがって、上記相違点５は、実質的な相違点ではない。  

 仮に、この点で相違するとしても、脂肪族ジオール化合物とのエステル交換

反応によって十分に高分子量化するために、反応前の芳香族ポリカーボネート

プレポリマーの末端水酸基を少なくし、引用発明１ｂの「芳香族ポリカーボネ

ート樹脂」の「末端水酸基濃度」を１０００ｐｐｍ以下とすることは、引用文

献１に記載された事項に基づき、当業者が容易に想到し得たことである。 

 

（２）相違点６について 

 上記第５の２（２）で述べたのと同様に、引用発明１ｂの芳香族ポリカーボ

ネート樹脂には、引用文献１の段落［０２５２］～［０２５３］に例示された

異種構造を有するユニットが含まれるものと解され、該ユニットは、本願発明

１の「下記一般式（ＩＩＩ）で表される構造単位を含」む  

 「【化５】  



 45 / 49 

 

 
 

（式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である。）」に相当する。また、

上記第５の２（２）で述べたのと同様に、引用発明１ｂの芳香族ポリカーボネ

ート樹脂は、該「異種構造を有するユニット」の含有量が少ないものであると

いえる。 

 そして、上記第５の２（２）で述べたとおり、本願明細書の段落【００５

４】、【００６３】、【０１１１】、【０１２１】、【表１】の記載から、Ｎ

値がより低いものは異種構造量が少ないことが理解でき、少なくとも、「芳香

族ポリカーボネートプレポリマーと特定のジオール化合物とをエステル交換触

媒の存在下に反応させて、高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂を得

る高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副生する環状カーボネートの少な

くとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除去工程とを含む」方法に

よって製造され、Ｎ値が１．２９より小さい値であれば、得られる「芳香族ポ

リカーボネート樹脂」の異種構造量は２０００ｐｐｍ未満であるものといえる。 

 そうしてみると、引用発明１ｂの「芳香族ポリカーボネートと、２－ブチル

－２－エチルプロパン－１，３－ジオールとを、エステル交換触媒の存在下に

反応させて高分子量化する高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副生する

環状カーボネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除

去工程とをを含む高分子量化された芳香族ポリカーボネート樹脂の製造方法」

は、上記の「芳香族ポリカーボネートプレポリマーと特定のジオール化合物と

をエステル交換触媒の存在下に反応させて、高分子量化された芳香族ポリカー

ボネート樹脂を得る高分子量化工程と、前記高分子量化工程で副生する環状カ

ーボネートの少なくとも一部を反応系外へ除去する環状カーボネート除去工程

とを含む」方法に相当し、引用発明１ｂのＮ値は１．２５以下であるから、上

記の「異種構造を有するユニット」の濃度は、２０００ｐｐｍ未満であるとい

える。 

 してみると、引用発明１ｂの芳香族ポリカーボネート樹脂は、「下記一般式

（ＩＩＩ）で表される構造単位を含み、その含有率が、前記一般式（Ｉ）で表

される構造単位を有する芳香族ポリカーボネート樹脂中に２０００ｐｐｍ未満

である 

【化５】  

 
 

 （式中、Ｘは、一般式（Ｉ）におけるＸと同義である。）」ものといえる。 

 したがって、上記相違点６は、実質的な相違点ではない。  
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（４）相違点７について 

 上記第５の２（３）と同様に、引用発明１ｂの芳香族ポリカーボネート樹脂

組成物において、衝撃特性、耐熱性、引張り特性等を向上させるため、配合す

ることが示唆された充填剤としてガラス繊維、ガラスビーズ、ガラスフレーク

等の無機充填剤を含有させ、その含有量を、芳香族ポリカーボネート樹脂１０

０重量部に対して３～２００重量部とすることは、単に周知技術を付加したも

のであって、引用文献５及び引用文献２に記載された事項に基づいて、当業者

が容易になし得たことである。  

 

（５）本願発明１の効果について 

 上記第５の２（４）と同様の判断である。 

 

（６）まとめ 

 したがって、本願発明１は、引用発明１ｂ、周知技術及び引用文献２，５に

記載された事項、又は、引用発明１ｂ、周知技術及び引用文献２～５に記載さ

れた事項に基づいて、当業者が容易に発明をすることができたものである。 

 

 

第７ 審判請求人の主張について 

 

１ 審判請求人（以下「請求人」という。）の主張 

 

 請求人は、平成３１年３月２７日提出の意見書において、以下の点を主張す

る。 

 

＜主張１＞「引用文献２に係る芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、耐熱老

化性や滞留安定性に優れることが開示されているが（段落［００３７］乃至

［００４０］参照）、本発明に係る効果、すなわち無機充填剤の添加による、

耐衝撃性および耐湿熱性の改善については何ら示されていない。すなわち、引

用文献２からは、無機充填剤によって、芳香族ポリカーボネート樹脂の耐衝撃

性および耐湿熱性を改善するという動機付けは得られない。」ことから、引用

発明１ａ及び１ｂにおいて、引用文献２の記載を参酌して、特定の無機充填剤

を含む芳香族ポリカーボネート樹脂組成物に係る発明を容易になし得るとはい

えない。 

＜主張２＞「実施例１と２の対比、および比較例１と２の対比から、難燃剤、

離型剤等の添加剤の添加によりシャルピー衝撃強度および耐湿熱性の低下が認

められるが、特定の環状カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジ

オキサン－２－オン）を含むビスフェノールＡ由来の構造単位を有する芳香族

ポリカーボネート樹脂（ＰＣ－１）と無機充填剤を含む樹脂組成物における低

下の程度が、特定の環状カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，３－ジ

オキサン－２－オン）を含まないビスフェノールＡ由来の構造単位を有する芳

香族ポリカーボネート樹脂（ＰＣ－２）と無機充填剤を含む樹脂組成物に比べ
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ると、抑制されていることもわかる。 

 本発明の樹脂組成物のこのような効果は、これらの添加剤について言及の無

い引用文献１や、耐衝撃性および耐湿熱性の改善については何ら裏付けられて

いない引用文献２に記載の発明から、予想できない優れたものである。」 

 

２ 請求人の主張の検討 

 

（１）主張１について 

 

 引用文献２には、無機充填剤を配合することによって、芳香族ポリカーボネ

ート樹脂の耐衝撃性および耐湿熱性を改善することは、直接的には記載されて

いないが、上記第５の２（３）及び第６の２（４）で示したとおり、ポリカー

ボネート樹脂の技術分野において、耐衝撃性等の機械的特性や耐熱性を向上さ

せるために、樹脂の補強効果を有するガラス繊維、ガラスフレーク、ガラスビ

ーズ等の無機充填剤を配合することは、本願出願日時点において、当業者に周

知の技術事項であったので、引用発明１ａ又は１ｂにおいて、当該無機充填剤

を配合することは、動機付けがあるものであり、当業者が容易になし得ること

である。また、上記第５の２（４）でも述べたとおり、本願発明１の耐衝撃性

および耐湿熱性を改善するという効果が、芳香族ポリカーボネート樹脂に無機

充填剤を配合したことにより奏される効果であるとはいえない。 

 よって、請求人の上記主張１は、採用しない。 

 

（２）主張２について 

 

 請求人は、実施例１と２の対比、および比較例１と２の対比から、本願発明

１に係る特定の特定の環状カーボネート（５－ブチル－５－エチル－１，３－

ジオキサン－２－オン）を含む芳香族ポリカーボネート樹脂（ＰＣ－１）と無

機充填剤を含む樹脂組成物が、特定の環状カーボネートを含まない芳香族ポリ

カーボネート樹脂（ＰＣ－２）と無機充填剤を含む樹脂組成物と比較して、難

燃剤、離型剤等の添加剤を添加したときの耐衝撃性および耐湿熱性の低下が抑

制されていることから、本願発明１の効果を主張しているが、この「耐衝撃性

および耐湿熱性の低下が抑制され」るという効果は、上記実施例１，２及び比

較例１，２で示される特定の芳香族ポリカーボネート樹脂（ＰＣ－１）と特定

の無機充填剤にさらに、難燃剤、離型剤等の添加剤が配合された樹脂組成物が

奏する効果であって、特定の芳香族ポリカーボネート樹脂（ＰＣ－１）と特定

の無機充填剤のみが配合された樹脂組成物が奏する効果ではない。してみると、

「耐衝撃性および耐湿熱性の低下が抑制され」るという効果が、本願発明１が

奏する効果であると認識することはできない。 

 したがって、上記第５の２（４）及び第６の２（５）で述べたとおり、引用

発明１ａ又は１ｂにおいて、無機充填剤を配合したことによる効果が格別であ

るとはいえない。 

 なお、上述のとおり、請求人の主張は、本願発明１の効果を述べたものとは
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いえないが、念のため請求人の主張を検討したとしても、以下のとおり、当該

効果が顕著であるとはいえない。 

 上記主張２における、耐衝撃性および耐湿熱性の低下が抑制されるという効

果は、実施例１、２の差と比較例１、２の差とを比較して示されるものであっ

て、実施例１，２と比較例１，２の配合処方において異なる点は、芳香族ポリ

カーボネート樹脂のみであるから、当該効果は、特定の芳香族ポリカーボネー

ト樹脂を用いた組成物により奏されるものと認識できる。 

 ここで、引用文献１の段落［０３０２］には、引用発明１ａ及び１ｂの「芳

香族ポリカーボネート樹脂」が、「耐衝撃性等のポリカーボネート樹脂本来の

特性を維持」している旨記載されており、上記第５の（４）で述べたとおり、

芳香族ポリカーボネート樹脂が高温、高湿環境下における耐性を有することも、

引用文献１に示唆されている（同［０１２０］）ことから、引用発明１ａ及び

１ｂの「芳香族ポリカーボネート樹脂」は、耐衝撃性や耐湿熱性に優れる樹脂

であるといえる。 

 そして、上記第５の（４）で述べたとおり、ポリカーボネート樹脂のガラス

繊維を配合することにより、衝撃特性や耐熱性が向上することは、当業者に周

知の技術事項であるし、ポリカーボネート樹脂とガラス繊維とを含有する組成

物においては、両者は単に混合されているものであって、相互作用を生じるも

のとは認識できないから、それらを混合することにより予測できない相乗効果

が奏されるものとも認識できない。 

 そうしてみると、特定の芳香族ポリカーボネート樹脂を用いた組成物とする

ことにより、耐衝撃性および耐湿熱性の低下が抑制されるという効果は、引用

発明１ａ又は１ｂの芳香族ポリカーボネート樹脂自体が、耐衝撃性、耐湿熱性

に優れるものであることに包含される効果であるといえ、引用文献１の記載か

ら予測できないほど顕著なものであるとはいえない。 

 

 以上のとおりであるから、請求人の上記主張２は、採用しない。 

 

 

第８ むすび 

 

 以上のとおり、本願発明１は、引用発明１ａ、周知技術及び引用文献２，５

に記載された事項、引用発明１ａ、周知技術及び引用文献２～５に記載された

事項、引用発明１ｂ、周知技術及び引用文献２，５に記載された事項、又は、

引用発明１ｂ、周知技術及び引用文献２～５に記載された事項に基づいて、そ

の出願前にその発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者が容易

に発明をすることができたものであるから、特許法第２９条第２項の規定によ

り特許を受けることができない。 

 したがって、他の請求項に係る発明について検討するまでもなく、本願は拒

絶すべきものである。 

 

 よって、結論のとおり審決する。 
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  令和１年６月１１日 

 

審判長 特許庁 審判官 近野 光知 

特許庁 審判官 佐藤 健史 

特許庁 審判官 武貞 亜弓 

 

 

（行政事件訴訟法第４６条に基づく教示）  

 この審決に対する訴えは、この審決の謄本の送達があった日から３０日（附

加期間がある場合は、その日数を附加します。）以内に、特許庁長官を被告と

して、提起することができます。 

 

 

〔審決分類〕Ｐ１８．１２１－ＷＺ（Ｃ０８Ｌ） 

 

 

 審判長 特許庁 審判官 近野 光知 9260 

 特許庁 審判官 佐藤 健史 8933 

 特許庁 審判官 武貞 亜弓 3130 

 


